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 日本大学では、本部を中心に、学生が主体的に大

学の教育改善に向けて活動する学生FDがはじまっ

ています。その一環として、平成26年12月21日、日

本大学学生FD CHAmmiT 2014（第2回目）が法学部

校舎において開催されました。参加した本学部学生

にその様子と学生FDについて聞きました。 

学生FD CHAmmit2014の詳しい様子は日本大学FD 

NEWSLETTER、VOL.07をご覧ください。 

Ｑ１：学生FD CHAmmiT2014に参加されたきっかけと印象

はどういったものでしたか？ 

宮坂修平（国際教養学科2年）：担任の先生である安元先生

に声をかけられたことがきっかけです。参加してみて、他学

部の学生さんたちと交流をもち、いい刺激となりました。                        

石河利彩（国際教養学科3年）：きっかけはホームページの

掲載を見たことでした。日大は日本で一番大きな大学なのに

他学部と関わることが少ない、もったいない、関わってみた

い、そんな気持ちで参加しました。やはり参加してる人は意

識が高い人が多いなと感じました。他学部がどんなことをして

るかということを少しでも知れて良かったです。        

Ｑ２：他の学部生との交流でどんな話しをしましたか？ 

宮坂：普段からどのような勉強をしているのか、また、どのよう

な授業があり、忙しさに追われているかなどを話しました。 

石河：自己紹介から派生した話が多かったです。学部の特

色や趣味の話。あとはアルバイトの話もしたりしました。ディズ

ニーランドで働いている人が3人もいて驚きました。     

Ｑ３：他の学部生との交流の中で、国際関係学部の特徴

は、何だと感じましたか（良い点と悪い点）？ 

宮坂：国際関係学部の良い

点は、語学のカリキュラム、教

職課程の充実、留学プログラ

ムの豊富さ、海外ゼミ研修、

カリキュラムが多方面から学

べることだと感じました。改善

したほうがいい点は、理系の

学部のように、試験やテストが

週ごとで実施されていないこと

だと考えます。多方面からたくさんのことが学べるのに知識

の定着度がわからないのは、弱みの一つだと感じました。 

石河：良い点としては、「他学部よりも世界に近い学部」だと

思いました。学べる言語も他学部に比べて多いですし、特

殊言語まで学べて留学プログラムが多いことからもそう感じ

ました。悪い点としては、専門的に学ぶわけではないので、

他学部に比べたら「専門的な分野に弱い」と思います。他学

部は経済であったり、薬学であったり専門的なことを勉強し

てるため、自分が知らないことを聞くのが楽しかったです。

それに比べて国際関係学部は専門的なことはあまり学ば

ず、広く浅く勉強します。それが悪いということではもちろん

ないですが、何を勉強してるの？というのを考えた時に、

パッと答えずらいな…そんな風に思いました。   

Ｑ４：他学部での学生FDの取り組みにはどんなものが

ありましたか。また、国際関係学部でも取り入れた方

がよいと感じた取組があれば教えてください。 

宮坂：他学部での学生FDの組織的取り組みは、いまひとつ

分からなかったのですが、医学部の学生さんは、毎週テスト

があるみたいで、国際関係学部も国際総合政策学科、国際

教養学科共に多方面の視点でたくさんのことが学べるの

で、テストやプレゼン、エッセイ、レポートなどを実施し、学

力、知識の定着度を図るべきだなと感じました。それを聞い

て、勉強意欲がより一層増しました。              

石河：「学生が作り、学生がその授業を受ける」という取り組

みが印象に残っています。これは面白いなと感じましたし、

国際関係学部で取り入れたら他学部とは違うオリジナルな

授業になりそうだなと感じました。 

                        （文責：大西富士夫）    

日本大学学生FDCHAmmit2014の参加者

国際関係学部のグループ

ワーク（イチオシの授業とは） 



トピック１：授業の水準はどこに設定すべきか？ 

  学生個々の能力に大きな差があり、どの水準で授業を実

施すべきか迷う、という問題を多くの先生から指摘されまし

た。これに関連して、授業の到達点をどう設定すべきかわ

からない、学部で作成した指針などがあればそれを参考に

したいなどの意見も寄せられました。授業の水準の設定は

学生の理解度や単位取得に直接影響を与えます。また、

1，2年次の必修科目を単位取得できないことが退学へとつ

ながる傾向もあることから、大変重要な問題でもあります。   

  この点に対する対応としては、授業の開始から最初の1

か月間は受講生をよく観察し、適切なところで小テストを実

施するなどのアイデアが提案されました。小テストの結果が

良かった学生には、さらにステップアップするように指導す

る、また、結果が悪かった学生には、興味や関心の芽をつ

ぶさないように時として「やさしく」対応していくことが大切だ

との指摘もありました。それでも授業についてこれない受講

生がいた場合には、ティーチング・アシスタントをお願いす

ることや、補修クラスを

設けるなどの案も出さ

れました。 

 

トピック２：学生の受

講態度をよくするた

めには？ 

  教室の後方に学生

が座るため、指定席に

するべきか迷っている

という意見が出されまし

た。これについては、小さい教室に変更することや、携帯

電話を授業中に操作している学生の場合には、当該学生

の名前を挙げて注意する等の対応方法が参加者の間から

出されました。これら以外にも、毎回座席を指定する方法

（毎回変える）や、ペアワークに参加させるなどの方法、ま

た、途中退室者には出席の取り方の工夫で対処するなど

の意見も出されました。 

 

トピック３：今後の授業研究の在り方とは？ 

  まず、他大学で教鞭を執られた先生方より、他大学では

授業研究の実施方法などについて、希望を重視し、幅広く

行われていること等が紹介されました。また、学生アンケー

トなどで授業評価が悪い先生は授業研究を義務化されて

いる事例なども紹介されました。ただ、授業研究の義務化

については複数の反対意見も寄せられました。その主な理

由は、本学部の性格上、授業内容が多分野にわたってお
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２  平 成 2 6 年 度 授 業 研 究 懇 談 会 － 授 業 の 悩 み を 話 し 合 う  

 FD委員会は、主に今年度赴任された新任の先生方のご協力を得て授業訪問を実施してきました。これを受けまして、FD

委員会は、平成27年2月12日、授業の問題点や工夫等についての意見交換を行うため、授業研究に参加してくださった先

生方と授業研究懇談会を開催しました。以下、同懇談会で指摘された課題、工夫について主なトピックをご紹介させていた

だきます。                                        

り、他分野の教員が他の教員の授業内容を評価できない

というものでした。これらを踏まえて、新任教員やニーズの

ある教員（授業見学

を引き受けてくれる

教員）に実施してもら

うとの意見が出され

た。授業研究を受け

入れてもらう工夫とし

ては、授業評価のよ

い先生にはそれを伝

えて、それを根拠とし

て授業研究を引き受

けてもらうのがよいと

の意見が出されまし

た。 

 

トピック４：有効な授業アンケートにするためには？ 

 真面目に回答している学生と、そうではない学生がおり、

結果は差し引いて考慮すべきであるとの複数の意見が出さ

れました。また、学生の立場からすれば、授業アンケートの

価値や意義があまり伝わっていないこと、特に、教員がアン

ケート結果をどうを工夫して授業に活かしているのかについ

て学生にはわかっていないことなどが課題として指摘されま

した。他大学の事例として、授業評価の悪い先生は授業改

善計画書を提出していたことなども紹介されました。これに

ついて、アンケート結果は、学生の取組み方や判断力にも

差があるため、トータルな授業評価とは成り得ないとの反対

意見も出されました。それ以外では、コメント欄は判断材料

として参考になるとの意見が複数出されたほか、留学生も

回答できるように英語版を用意すべきであるとの意見もあり

ました。                   （文責：大西富士夫） 

 

 ご参加くださった先生方、

ありがとうございました。

この懇談の内容を踏まえ、

今後引き続き「授業研究」

の在り方をFD委員会で検討

して参ります。 

 

 

参加者（敬称略）：石田勝之、大川英明、松浦康代、

梅本順子、小川直人、八塚春名、キンセラ、FD委員 

 

 

    懇談会の風景１ 

       懇談会の風景２  
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57%

43%

学科

国際総合

政策学科

国際教養

学科

52%

48%

性別

男性

女性

18%

64%

14%

3%

１．満足度

1 とても満足

2 どちらかといえ

ば満足

3 どちらかといえ

ば不満足

4 不満足

0 50 100 150 200

1 国際情勢の知識

2 国際文化の知識

3 語学力

4 論理的思考能力

5 理解力

6 文章力

7 プレゼンテーション能力

8 行動力

9 企画力

10 相手の立場に立つ習慣

11 協調性

12 新聞やニュースを読む…

２．身に付いたこと

0 50 100 150 200 250

1 関心がある

2 活動内容，雰囲気

3 海外ゼミ研修の有無，内容

4 先生

5 評判

6 友人

7 単位取得が楽そう

8 仕方なく

７．ゼミを選んだ理由

46%

54%

４．進路選択への影響

1 与えた

2 与えない

52%

48%

５．ゼミ

1 必修

2 選択

52%

48%

６．開講学年

1 3年から

2 2年から

12%

64%

19%

6%

３．勉学状況

1 とてもした

2 どちらかと

いえばした

（有効回答枚数：385枚） 

３  日 本 大 学 国 際 関 係 学 部 改 善 の た め の ア ン ケ ー ト 集 計 結 果  
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9%

33%

28%

30%

８．スタディ・スキルズ

1 とても役立っ

た

2 どちらかとい

えば役立った

3 どちらかとい

えば役立たない

4 役立たない

7%

34%

29%

30%

９．キャリアデザイン

1 とても役立っ

た

2 どちらかとい

えば役立った

3 どちらかとい

えば役立たな

い

0 100 200 300

1 興味関心

3 先生との相性

5 単位の取りやすさ

7 校舎の移動

１０．授業選択で重視

36%

50%

10%
3%

１１．週2回授業

1 効果的

2 どちらかとい

えば効果的

3 どちらかとい

えば効果なし

4 効果なし

19%

63%

13%

4%
１２．評価公平性

1 とても公平

2 どちらかといえば

公平

3 どちらかといえば

不公平

4 不公平

7%

81%

12%

１３．外国語科目

1 多すぎる

2 ちょうどよい

3 少なすぎる

11%

17%

36%

36%

１４．海外渡航日数

1 93日以上

2 32-92日

3 1-31日

4 0日

0 50 100 150 200

1 少人数クラス

2 授業

3 コース明確化

4 就学機会

5 留学生との交流

6 校舎移動軽減

7 時間割

8 スタディエリア

１５．要望
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 本年度は国際総合政策学科・国際教養学科の2学科体制の完成年度です。これを機に、国際関係学部の教育をよりよく

することを目的として、新学科で初めて卒業するみなさんにアンケートを実施致しました。回答数は国際総合政策学科（以

下、政策学科と略記）が207（53.9%）、国際教養学科（以下、教養学科と略記）が157（40.9%）でした。満足度は、「とても満足

している」または「どちらかといえば満足」と答えた学生は政策が84.1%、教養が81.6%となりました。両学科ともに8割以上の

学生が満足していると回答していることはプラス評価できます。 

 個別の項目の中で主だったものをみていくと、以下のような傾向が見られます。まず、ゼミについてですが、必修にしたほ

うが良いか、それとも選択がよいかという項目では、必修を選択した学生は両学科平均で50.8%（政策学科が50.7%、教養学

科が48.4%）でした。FD委員会の検討会では、これらの数値を高いとみるべきか、低いとみるべきかについて意見が分かれ

ましたが、選択制を選んだ主な理由は、「やる気がない学生がいるとゼミの雰囲気が悪くなり、活動がやりにくい」というもの

であったことから、ゼミの在り方については、開講年度も含めて検討が必要です。関連して、ゼミの選択理由の項目では、

両学科共に「関心があるから」が過半数以上にのぼりました。次に多かった選択理由は「先生」という項目で、両学科平均

は40.4%に達しました（総合学科44．4%、教養学科37.6%）。学生によるゼミ選択は、個人的な関心に加え、先生という要素も

選択の際の大きな要因となっている実態が明らかとなりました。 

 スタディ・スキルズが役立った（「とても役立った」ないしは「どちらかといえば役立った」）と答えた学生は両学科平均で42%

となりました（政策学科が39.2%、教養学科が45.2%）。キャリアデザインを役立った（同上）と答えた学生は40.1%でした（政策

学科が39.6%、教養学科が40.8%）。両科目とも過半数の学生が現状に満足していない状況が明らかとなり、早急に改善が

必要です。 

 海外渡航日数では、0日と答えた学生は、35.4%となりました（政策学科が28.2%、教養学科が32.5%）。この数値の評価に

ついても、FD委員会の検討会では、6割強の学生が海外渡航をしておりよい結果だとする見解と、海外渡航者数が少ない

とみる見方に分かれました。この項目は、家族の経済状況、世界治安状況の悪化も大きく影響するため、その結果の是非

については慎重な検討が必要ですが、さらなる留学制度やそれを支える奨学金制度の確立なども視野に入れるべきでは

ないでしょうか。 

 大学への要望に関して、最も多かったのは、校舎移動の軽減でした。両学科を合わせた平均は42.7%となりました（政策

学科が42%、教養学科が44.6%）。カリキュラム編成との関連もありますが、学生の強い要望として今後検討が必要な課題だ

と思われます。 

                                                               （文責：FD委員会） 

４  日 本 大 学 国 際 関 係 学 部 ・ 新 学 科 1期 生 の 声  

        ― 国 際 の “ 学 び ” を ど う 感 じ た の か ―  

５  日 本 大 学 短 期 大 学 部 （ 三 島 ） 卒 業 生 ア ン ケ ー ト 集 計 結 果  

・ビジネス教養学科 
 2月に開催された進級・卒業ガイダンスにおいて、卒業生を対象に本学科の満足度調査のアンケートを実施した。卒業生

に対するアンケートは初めての試みである。 

 特筆すべき事項としては、本学科での指導内容が、進路に影響を与えたかという質問項目に対し、83％の学生が「与え

た」「ある程度与えた」と思っている点である。本学は、編入希望の学生が半数を超えるために、入学当初から編入したい

学部を決めている学生が多い。それにも拘らず、影響を感じているという事は、本学独自のガイダンスや各担当教員の授

業内容等に効果があると評価できる。 

 一方、要望に関しては時間割に対する項目が一番多く、改善を検討する必要がある。いずれにしても、このアンケートを

恒例とし時系列で分析することが必要である。                                 

 （文責:雨宮史卓） 

・食物栄養学科 
食物栄養学科では、従前より大学満足度・意識アンケートと題して卒業ガイダンス時に独自にアンケートを実施してお

り、回収率は短大2年生・専攻科共にほぼ100％です。 

授業関係の満足度は「とても満足」と「満足」を合わせて,教え方についてなどは80%と高い評価を得ている一方、選択の

自由度については74%と少し低値を示していました。これは栄養士という資格に縛られた学科であるためやむを得ない面が

あるように思えます。今後の課題としては、教室設備の評価が、50%になっていた点などが挙げられます。 

(文責：太田尚子) 
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６  H 2 6年 度 前 期 授 業 ア ン ケ ー ト の 集 計 結 果 に つ い て  

表１ 国際関係学部授業アンケート科目別結果 表２ 短期大学部授業アンケート科目別結果 

 アンケート結果をお届けするのが大変遅くなり、後期授業に活用していただくことが殆どできなかったことをお詫び致しま

す。今後は出来るだけ早くお知らせできるように努めますので、今後ともご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 平成26年度前期の授業アンケートは表１・表２にある通りの結果となりました。各授業担当者が授業評価の詳細を参照

し、授業改善に役立てていただければと思います。国際関係学部授業評価アンケートのH26年度の全体の平均（前期）

が4.02でした。経年変化をみると、H22年度前期が4.2、後期が4.3、H23年度の前期が4.17、後期が4.22、H24年度の前

期が4.22、後期が4.3、H25年度前期が4.24、後期が4.32と変化しています。後期の方が平均点が上がる傾向がみられま

すが、全体の推移としては、ほぼ横ばいといって良いでしょう。 

 短期大学部の平成26年度授業アンケートの全体平均は、前期3.91でした。経年変化をみると、H22年度の前期が4.0、

後期が4.1、H23年度の前期が4.0、後期が4.16、Ｈ24年度の前期が4.14、後期が4.24、H25年度の前期が4.24、後期が

4.2と変化しています。短期大学部も後期の方が平均点が上がる傾向がみられますが、今回の全体平均は、過去の全体

平均よりも下回っています。大学院は受講者数も少なく、授業形式も異なるにも関わらず、項目が学部生と同じで無理が

あります。前回アンケート実施時と同じ反省点となりますが、早急に大学院用のアンケートを検討する必要を感じます。 

 個々の結果を見ると、大人数授業と、専門基礎科目、必修科目などで評価が低い傾向があります。この傾向は変わって

いないために、こうした科目への支援と対策が必要です。また、平成24年度の後期から試験的にアンケート入力のWeb化

に取り組んでいますが、アンケートの回収率の観点から、紙でのアン

ケート回収も継続することになりました。担当教員は学生が回答しやすい

形式を選んでいただき、結果を回収してください。 

 最後に、日本大学の本部でも一層、FD活動に力を入れております。そ

の一環として、授業アンケートの項目の中に共通の質問事項を入れるこ

とになりました。昨年度の項目と異なる点があるので、ご留意ください。本

号でも取り上げましたが、日本大学においても教員だけでなく学生FD活

動も、はじまっています。教員と職員と学生が一体となって、より豊かな

大学教育が実現できればと願っております。 （文責：FD委員会） 
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